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【 岸田前首相、金融市場的「名宰相」のまま幕引き 】 
 
石破新政権が誕生して 2週間ほどが経過した。ここまでの金融市場を見てみると、周知のように正式誕生
前 9月 30日、為替市場でいわゆる「高市ショック」と呼ばれる短時間での円急騰が観測されるなどやや不
安定だったが、以降はおおむね落ち着いた値動きだ。 
今回の当レターでは、まだ始まったばかりの石破政権の金融市場の動きを検証するとともに、前任者であ
る岸田政権における市場動静を総括してみたい。 
 
◎しかし最終盤に評価落とす、「立つ鳥あとを濁した」感も 
 
キリ番である第 100代、そして 101代の首相を務めた岸田文雄氏の首相在任期間はおよそ 3年。具体的
な在任日数はトータル 1094日であり、これは岸信介氏に次ぐ戦後 8番目の長期記録になる。 
 
何気に長期政権を担った岸田文雄氏、そして岸田内閣だが、改めて思い起こすまでもなく世間一般から
は厳しい目が向けられていた。つまり、あまり評価された政権とは言えなかったわけだが、金融市場的に
見た場合にかなりの好成績を収めている。典型事例は、いまだ記憶に新しい日経平均株価が今年 6 月、
34年ぶりの高値を更新したということで、そののち初の 4万円台に乗せたことも御承知のとおりだ。 
また為替市場も 7月、バブル期 1990年の高値を超える 161.96円まで、一時的にドルは値を上げている。 
 
ちなみに、後者は歴代トップの橋本龍太郎氏に迫るドル高・円安の進行。異例中の異例といえる好成績で、
本来であれば金融市場的にみて、岸田首相は稀代の「名宰相」と言ってよいのかもしれない。（下表参照） 
しかし、一般的な評価はもとより、金融市場の評価についてもそれほど高くないのは、例えば自身の任期
最終盤にかけ、為替市場において先で指摘した高値 161.96 円から、ある意味での「政府主導」により 20
円以上も値を大きく下げたことがある。「終わり良ければすべて良し」－－という諺があるけれど、岸田首
相の場合にはまったくその逆。惜しいところで、「立つ鳥あとを濁した」感も否めない。 
 
そんな岸田首相の後任となった現在の石破首相・政権は、就任前後こそ金融市場が大荒れ。為替市場も
さることながら、株式市場はそれに輪をかける荒れ模様で不安定だったことは改めて言うまでもないだろう。 
どうなることか先行きに気を揉んだ参加者も少なくなかっただろうが、その後はおおむね株高傾向が目に
付く展開。実際、日経平均は 15日におよそ 3ヵ
月ぶりとなる一時 4万円台を回復する局面も観
測されていた。まだ誕生してホンの 2 週間ほ
ど、しっかりとした論評など到底できないが、為
替や株式をはじめとする金融市場の観点から
すると、少なくとも合格点をもらえるスタートを切
っていることだけは間違いないところだ。 
 
一方、先週の当レターで筆者が懸念を表した
27 日の総選挙における与党の「自公過半数割
れ」がジワリと現実味を帯びてきた感を否めな
い。その場合には、当然「政局」ということにな
りそうで、こちらも先週ごく簡単に触れた「岸田
前首相の再登板」説が、一部週刊誌などでもま
ことしやかに取り沙汰されはじめた。実現度は
果たしてどの程度あるのか、今後の動きに注
目したい。 
いずれにしても、先で解説したように、前回就
任時の岸田氏は稀に見る金融市場的な「名宰
相」だったが、仮に次回があるとすればその際
は一体どうなるのか。期待する向きがある反
面、早くも懸念を抱く市場筋も決して少なくない
ようだ。（了） 
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